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1958年 4月 19日の日食観測の結果について

本年4月19日の日食には，1!:，~J 11においては，9400， 

3750， 2000， 1000 Mcjsの四つの周波数における強度

と偏波及ひ 4000Mcjs下i歩計による東西方向節度分

析1の観測を行った. 叉特にE点をおいた3750Mc/s 

の装i置を新たに準備して八丈島において金環食を観測

した. この中で1000から 9400Mc/s迄の凶つの周波

数における侃波の日食笹川lはW:界仮初のものであり，

特に興味ある結栄がmられた.この観測結果について

は.，“Reportof lonosphere Research in Japan， 

Vol. XII.. No.3， 1958"にJ叙lに様作してあるので，

ここでは附tjiに結論のみをおすことにする.

4000 Mc/s帯では，強度，偏波の 2点縦訓.干i歩

計による束丙方向}lsl.i分.ftjの観測があるので，特に明

確に太陽面上の電波の強l皮及び偏波の分布を決定する

ことが出来た，記録の整理の方法はこれ迄の場合と同

僚に，先ず太陽全体からの悩射を怖かな太陽からの制
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射(B成分)と.電波黒点、からのS成分とに分けた.そ

して B成分の分布を仮定してこの食幽線を計算し，こ

れと観測された食曲線の差をとって S成分に対する

食品I~を得 . これから S 成分の太陽商上の分布を求め

た剣波については B成分に偏波がないから観測曲

線から直ちに S成分の偏波の分布がねられる.我 々

は B成分の分イ[iは，j11対柄、ではなく ，B成分は一様

な明るさを持った diskに基づく U成分と，東西岡紋

近くを特に明るくしている E成分とから成っている

とした.

各}Io']波数における各成分の配分を第 1誌に示す.各

成分の飽は日食のまf:まる前 (0200U.T.)の全 Flux

densityの他を 100とした数11立で表わしである.ヌ第

1図に各周波数のS成分の分布をポす.図中の数{山工

第 1;.長の場合と同様で，RとL，t右廻り又はb:'廻り

円偏波成分がその数値だけ~いことを荻わす.
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第 1表各周波数における B1えぴS成分
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一 74.1 6.0 
(235) 1 (19) 
50.7 8.2 
(105) (17) 
50.6 17.0 
(80} (26.8) 
58.3 I 22.0 
(70) 126.4) 

9400 1.1 

3750 1 1.15 

2000 1 1.15 

1000 1.2 

<U+E) 
B comp. 

80.1 
(254) 

58.9 
( 122) 
67.6 

( 106.8) 
80.3 
(96.4 ) 

S comp. I 
19.9 
(63) 
41.1 
(85) 
32.4 

(5l.2) 
19.7 
(23.6) 

Total 

100 
(317) 
100 

(207) 
100 

( 158) 
100 

(l20) 

( )内の他は 10- 22 •W・m-2・(cjs)ー1を単位とした Fluxdensity 

9400 

第2表 S成分発生iKlの明るさのスベクトノレ

3750 Frequency in M cjs I 
Flux denstiy(S+U) I 

Brightness in oK 

21 

0.98 x 10$ 

32 

2蜘 | 10∞

3.3 x 106 0.94 x 106 l.9 X 106 

これ等の観測結以から次のようなことが云える 2}当日南下球にあった大黒点に附随する S成分発

1) 94∞から 2000Mc/sの間では S成分の発生源 生源では，その大きさがカルシウム羊毛斑と同じでー

の大きさはあど同じであり ，1000 Mc/s では発生i~( 綾な節度を有するとすれば，各周波数におけるIJJjるさ

はかなり広がってL、て輸郭がはっきりしない. はi日Uflで表わすと第 2;3長のようになる.
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第1図 各周波数におけるS成分の分布
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1 )で述べたように 1000Mc/sにおける発生源の大

きさは他の周波数に比べて大きL、から，明るさは第 2

表の値より小さくなるであろう .そうすると S成分が

熱穏射であるとすれば，発生源の平均の電子温度はた

かだか2-3x 1060K程度と考えられる.次の (3)で述

べるように発生源が光球表頂上 7X 104 km位迄広っ

ているとすれば第2表の明るさから発生源の電子密度

は 5x109程度となり ，これは通常のコロナの値に比

べて極めて大きい.

3)東縁にあったS成分発生源がかくれる時の食曲

線から， 3750 Mc/sでは発生源が光球表面上 7X 104 

km位迄広がっているように恩われる.
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4)第 l表の B成分の値は， 毎日の鋭iJllJ値から統計

的に求められた値と一致する.

5)偏波成分のi採は黒点上層の極めて狭い範聞に限

られている.

6) bipolarの黒点群に附随する発生源では，それ

ぞれの極から異なった向きの偏波が:.1.¥ている.その!匂

きは異常波の向きと一致する.このことはこれ迄考え

られていたよりもかなり低い高さのところで Limit-

ing Polarizationがきまることを示している.叉南

半球の大きな S成分発生源では，偏波の向きは全体と

して通常の法則に従い，子午疎通過附近で逆転した.

7)東西周縁にある泉点の所では 9400と3750Mc/s 
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第2図 南半球大.~U，制作の部分の鉱大図 (・ N極.o.S傾)
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では偏波の向きが逆である. 3く I~I央子午線肝l .i立にあっ

た小さい bipola r spot t，こ附随する発生源では全体と

してみて釘1波の向きが逆である.

8) {周波率は周波数と共にi曽加する 1000 McJsで

は偏放は観測されない.南半球の大黒点l洋の部分を広

大してみると第2図のようになる.9400McJsで1主西

側の S極の上で，偏波率は約 609(，になっている.この

値は S成分の源の大きさがffirî~支の淑と同じ大きさと

した場合の偏波率で，恐らく官官i波率はそれ以上になっ

ていると思われる.この{雨被率の値を説明するには発

生源内の磁場の強さは平均 1000ガウス以上でなけれ

ばならない.一方 3750McJs以下の周波数で偏波率

が小さいのは，黒点の上で電子密度が大きくこれ等の

周波数で.optical depthが大きいためであると考え

られる.

終りに終始御援助鈎i激励を賜った当所長金原j字教絞

に深甚の謝立を表する.叉八3:島における観測及び記

録の整rrrrに多大の術l協力を頂いた神藤英彦，鳥井近古

両氏並びに:¥!1}1!の観測に御協力頂いた研究室の諸氏に

感謝の;むを£とする.


